









































A Study of Shrine Mergers Based on the Jinja-meisai-cho Registers:
the case of the southern suburbs of Komatsu City







































　A shrine merger is the merger of one or several Shinto shrines with another shrine.  Such mergers were 
especially promoted by the Home Ministry, based on the legal foundation of two Imperial edicts proclaimed 
in 1906. This paper is based on the Jinja-meisai-cho pertaining to five old villages located in the southern 
suburbs of Komatsu City.  The Jinja-meisai-cho were the official Shinto shrine registers authorized by the 
Meiji government after 1872, submitted to the Home Ministry by every prefecture, with the prefectures 
keeping a duplicate. Information about shrine mergers was normally added in red ink in each Jinja-meisai-
cho.  The author applied to publicize the Jinja-meisai-cho of the above five villages, which are kept by the 
Ishikawa Prefectural Office, and acquired copies of them.
　The paper begins by examining how we should interpret information about the integration and abolition 
of the individual Shinto shrines contained in Ishikawa Prefectural Office’s Jinja-meisai-cho, which were 
compiled in various formats.  It outlines the following different types of shrine mergers: the merger of 
an abolished shrine with another shrine, and transfer to the precincts of another shrine to establish a new 
shrine (Keidai-sha).  Among the preceding studies of shrine mergers, WATANABE Kei-ichi’s paper of 
2009 was the first to point out the importance of the latter type.  Finally, the paper compares the Jinja-
meisai-cho of the five Ishikawa villages with those of Kamisato Town, Saitama Prefecture, the topic of 
Watanabe’s case study, and it clarifies the characteristics of the shrine mergers in the southern suburbs of 
Komatsu City. 
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能美郡御幸村 8 7 5 1 1（S4） 4
能美郡苗代村 14 13 6 6 1（T2） 9
能美郡粟津村 15 9 3 6 0 4
江沼郡月津村 5 5 4 0 1（S19か） 2
江沼郡矢田野村 7 7 6 0 1（M42） 1
（合計） 49 41 24 13 4 20
表２　神社明細帳に合併・合祀・境内社への移転の記載がある神社一覧















③ 八幡神社 村社 日末 御幸 能美 M12 本社 M40 無格社 2
④ 佐美神社 村社 佐美 御幸 能美 M12 本社 M40 無格社 2
⑤ 三谷白山神社 村社 三谷 苗代 能美 （活字） （本社） M40 無格社 1 S10 社殿改築




⑦ 熊野神社 村社 勘定 苗代 能美 M13 本社 M40 無格社 1
⑧ 北浅井神社 村社 北浅井 苗代 能美 （活字） 境内 M39 無格社 3 （S52 現在地へ移転）
⑨ 大領神社 村社 大領 苗代 能美 M13 本社 M40 無格社 2 （S39 現在地へ移転）
⑩ 諏訪神社 村社 大領中 苗代 能美 M13 本社 M40 無格社 1
⑪ 幡生神社 村社 吉竹 苗代 能美 M13 本社 M40 無格社 2 （S45 社殿改築）
⑫ 千木野神社 村社 千木野 苗代 能美 （活字） （本社） M40 無格社 1
⑬ 向本折白山神社 郷社 向本折 苗代 能美 （活字） （本社） M44 無格社 1（他大字）
統合と無関係の境内神社
も掲載
⑭ 八幡神社 村社 島 粟津 能美 M13 本社 M39 無格社 1 か 被統合社の地元に、異説あり
⑮ 諏訪神社 村社 矢崎 粟津 能美 （活字） （本社） M40 無格社 2




⑰ 八幡神社 村社 井口 粟津 能美 （活字） （本社） M41 村社 5（全て他大字）
⑱ 白山神社 村社 月津 月津 江沼 M13 （本社）＋境内 M41 無格社 3
被統合のうち 1 社は『江
沼志稿』に不記載
⑲ 刀何理神社 村社 矢田 月津 江沼 M13 本社 M39 村社 1 本社がもと無格社






























は大きく 3 つに分かれるが，ここでは表 2 の左か































































































































































































































く，井口の八幡神社へこれら 3 つの村社を含む 5

































































































































































































































































































長幡村 5 1（郷） 10 12 23 6 9
七本木村 4 0 14 14 28 1 4
賀美村 4 0 6 15 21 6 3
神保原村 3 1（県） 2 9 12 6 3
























　そもそも， 5 旧村49大字（加賀市編入の 1 大字
を除く）で41社の石川（表1）に対して， 4 旧村16
大字で84社（渡部論文で集計されていた境内無格








































石川 能美郡御幸村 8 18 2.3 7 38.9% 0  0.0%
石川 能美郡苗代村 14 27 1.9 13 48.1% 2 14.3%
石川 能美郡粟津村 15 21 1.4 9 42.9% 0  0.0%
石川 江沼郡月津村 5 9 1.8 5 55.6% 1 25.0%
石川 江沼郡矢田野村 7 8 1.1 7 87.5% 0  0.0%
埼玉 児玉郡長幡村 5 23 4.6 9 39.1% 6 42.9%
埼玉 児玉郡七本木村 4 28 7.0 4 14.3% 1  4.2%
埼玉 児玉郡賀美村 4 21 5.3 3 14.3% 6 33.3%
埼玉 児玉郡神保原村 3 12 4.0 3 25.0% 6 66.7%
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存置の時点は，石川県で統合された最も新しいの







4 村は， 4 から 7 台の値となっている。つまり，
もともと大字当たりの神社数（神社明細帳に記載
された数）が多かったことになる。対して石川の


























な統合が行われたものの，それでも 4 社と 3 社が
それぞれ存置されている。これは，明治前半の段
階で神社明細帳に登録された一大字における平均


























































　あと 1 点，石川県分 5 村の明細帳の特徴を指摘
しておく。能美郡の 3 村の場合，いずれも「存置
の神社数」項目が「大字数」項目を下回っている
ことである（江沼郡の 2 村は同数）。前述のよう
に石川県では明治39年（1906）の告諭で一大字一
社が指示されていたが，この 3 村ではそれに留ま
らずに神社を持たない大字が複数生まれたことに
なる。同告諭では今一つ，無格社を無くすことが
指示されたが，今回とりあげた 5 村では全てそれ
が実現している（無格社に村社が合祀された場合
も，村社となっている）。
　なお，大字外の神社を合祀した御幸村の②串八
幡神社および粟津村の⑰井口八幡神社の場合，被
合祀の合計 6 社は全て村社であった。したがって
これらのケースでは，一大字一社，無格社の廃祀，
という告諭の指示とは異なる事情が介在したと考
えられるが24），本稿の神社明細帳に基づく考察の
範囲を超える。
　まだまだ導き出せる点はあるかもしれないが，
今後は小松市あるいは近郊地帯といった制約にと
らわれずに県内別地域の神社明細帳の公開申請を
行い，本稿で導いたいくつかの傾向がそこでも確
認できるかを検証したいと考えている。
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